
新たな市場創出への気づき、発想を得るための検討をご支援します。
（1）競争視点から市場創造視点へのニーズの移り変わり

 ●市場環境や産業構造が激変しつつある昨今、独創性、差別性のある未来を創造するニーズが高まっています。

（2）未来洞察を行う上での重要ポイント
 ●未来を「創造」するには、 “変化の予兆” に基づき、「自らの手で」具現化していくことが今まさに求められています。

■ 業界横断での変化の予兆の情報を踏まえ、独自のフレームワークで未来の差別化領域を描く。 
■ 貴社内の複数部門関係者を巻き込んだ、共同検討スタイルでの知見の創発を支援。
■ 方法論に沿った納得性のある検討手順により、市場創造のプロセスを定着化。

プログラムのポイント
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：変化の予兆（異業種を跨る無数かつ多様な変化の兆候）

× 直接的な情報に時間、費用を注力
× 現在の市場の延長線上で戦略を立案

○ 多種多様な業態の“変化の予兆”を重視
○ 独創性に溢れ、市場自体を創造する発想

市場環境の激変と
産業構造の崩壊

超短サイクル化
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etc.

期待される効果当プログラムで行うこと（ワークショップ形式でファシリテータが推進します）

創造的なビジネス戦略・
商品企画への展開

お客様やビジネスパートナー
との将来ビジョン共有
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企画人材の育成

市
場
の
創
造

新たな
価値観…
新たな
価値観…

ICTの
進展…
ICTの
進展…

規制の
変化…
規制の
変化…

異業種の
変化…
異業種の
変化…

2． 将来のシナリオ
を描き

3． 未来の差別化
領域を見出し

1． 変化の予兆を
つかみ

4． コンセプトを
創出する

上記を「自分たちで」「定常的に」行うためのプロセスを定着化する

http://jp.fujitsu.com/group/fri/service/consulting/creation/menu.html

サービスカタログ

未来洞察プログラム
お客様と未来を創るワークショップ



未来洞察プログラムの概要
（1）未来洞察プログラムの推進方法

 ●富士通総研の「未来洞察プログラム」は、業界・業際における今後の飛躍的な変化の予兆を抽出し、新たなサービス・ビジネスへの気付きを得る、ワー
クショップ型でのコンサルティングサービスです。
 ●これまでに培った新規事業開発・市場予測/技術動向予測のノウハウを基盤としながらも、下記のような独自の方法論に則り推進し、お客様と共同
検討型でのご支援をいたします。

（2）他社の「未来予測」「未来洞察」「新規事業」コンサルティングサービスとの違い
 ●上記のアプローチを実践するにあたって、「未来洞察プログラム」ではワークショップを中心とした検討を推奨し、以下のようなご支援をいたします。
 ●それにより、参加者の方々全員の知見を集め、市場を創造し、アイディアを生むための土壌を醸成します。
 ●ワークショップの設計、ファシリテーション、情報提供、資料作成までを一貫してご支援することで、検討の結果が具現化されるとともに、参加
者の方々のスキル向上にも寄与すると考えます。

新規事業化検討

事前情報調査

未来洞察像策定
（Step1＋Step2）

標準ワークショップ
（Step1）

体験版ワークショップ

• 全12回のワークショップにより、具体的なサービス・ビジネスのコンセプトを複数抽出いたします。

• ワークショップにより導き出されたコンセプトを実現する上での、詳細な制約条件や観測ポイント
の抽出、ビジネスプランとしての具現化、新規事業の立ち上げに至るまでのご支援をいたします。

• お客様の周辺業界を含む市場動向や、海外を含めた最新のビジネス動向について、弊社コンサルタ
ント、研究員が調査/情報共有いたします。オプション

• 全6回のワークショップにより、変化の予兆を複数抽出いたします。

• 全2回のワークショップにより、弊社の未来洞察の進め方に対する理解を深めていただきます。

基本
コース

サービス内容サービスメニュー

■未来洞察の標準的な進め方
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バリューチェーンの変革と
新たなプレーヤの抽出

生産調達
変化の予兆

変化の予兆プレーヤ

プレーヤ

設計

R&D
変化の予兆

変化の予兆

販売 回収

プレーヤ
プレーヤ

Step2. Insight

4

「未来洞察像」の策定6

5
変化の予兆抽出

①プレーヤの機能/役割
②提供される価値の流れ
③実現性および制約条件
④投資領域
⑤実現シナリオ

使い手 新規
プレーヤ・
代替品作り手 素材・

部品供給

売り手

【過去富士通総研にて新規事業企画/未来予想/技術ロードマップ策定をご支援した実績】電機製造業、産業機械製造業、建設業、金融業など

ご支援により提供できるメリット
弊社独自の方法論を提供すると同時に
それに則った運営を行います

過去の事例に基づき標準化した「ツール群」
をお客様に合わせてカスタマイズ致します

一方的な情報提供に終わらない
ワークショップ形式を基本とします

実現可能性を踏まえたジャッジを
ワークショップの中で行います

ワークショップの過程・結果の見える化
・資料作成を富士通総研が御支援致します

進め方のプロセスをノウハウとして提供するとともに、一緒に体感
して頂く事で自律自走運営ができる様にサポートします

標準化した「使用ツール（説明資料・ワークシートなど）」を用い、品質
を担保するとともに、効果を最大化させる為のカスタマイズを行います

一方的な情報提供ではなく、皆様のゴールを一緒に考える事でより
納得感のあるアウトプットの作成を目指します

「非現実的な理想論」を一方的に押し付けるのではなく、有識者を
含めたワークショップで「現実的な理想」を一緒に模索します

本活動を通じてのドキュメント作成のご支援も行うことで、論理的
かつ説得性のある資料を効率的に作成することを目指します
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富士通総研が提案する「未来洞察アプローチ」では、ワークショップを中心とした
新たな市場創出に向けた検討を自律自走で行うための御支援を行います

～実際に富士通内部でも様々な場での実践、適用を行っています～
・新規ビジネス、ソリューションの企画検討（200名以上が参加）【変革推進組織】

・先行的/戦略的な特許創出の取り組み【知的財産組織】
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